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て〉
/自由:1

毎日のようにどこか手議議実いる支通事故。手突均三笠包~通安全運動初日の
9月21日、玉一小の児童による突通安全鼓笛隊パレードが行われ、悲惨

な交通事故の撲滅を住民に呼びかけました。

スター卜地点の泉郷駅から折り返し地点の日の出屋さんまでの道のり、約

1キロを元気にパレード。沿道には父兄などが出迎え、拍手で声援。
突通安全への願いを込めて、児童1人ひとりがt約束ごとを書いた短冊を風
船に結びつけ、 就改センター前広場から一斉に大空に。一一子供たちの願

い、より高く、より広《とどいてほしい。
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予
算
は
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
青
写
真

だ
と
す
れ
ば
、
決
算
は
村
づ
く
リ
が
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
た
の
か
、
い
わ
ば
一
年
閣
の
記
録

と
い
え
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。今
月
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
、
地
方
交
的

税
な
ど
が
ど
の
位
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

59年震の建設事議

単位:千円補助事業

単位:千円単独事業

組定資E主税
17，694 

軽自動車税
855 

費 15，028

衛

気税
3.210 

特別土地
保有税
4 

費 12，716 

市町村たばζ
消費税
3， 134 

電

生

生

農林水産業費 35，908

労

民

費 18，183

553 

費 9，719

費 26，589

災害復泊費 11，907

費 25，291

費

債'

エ

木

工念式

用

防

働

教

土

商

公

消

実
質
問
千
九
富
十
五
万
エ
千
円

の

黒

字

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
議
入
(
入
っ
た
お
金
)
が
十

五
億
四
千
二
在
七
十
二
万
二
千
円
。
歳

出
(
出
た
わ
金
)
は
十
四
億
九
千
三
百

五
十
七
万
円
で
、
実
質
四
千
九
百
十
五

歳
入
を
み
ま
す
と
、
村
税
や
村
慣
な

ど
自
分
の
村
で
確
保
で
き
る
白
、
王
財
源

は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
全
体
の
三
十
四
・

七
封
。
前
年
度
に
比
べ
る
と
約
八
併
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
で
大
き
な
叫
財
源
力
と
な
っ

て
い
る
の
が
地
方
交
付
税
。
こ
れ
は
国

か
ら
国
税
の
割
合
を
村
の
財
政
事
情
に

合
わ
せ
て
配
分
さ
れ
る
わ
金
の
こ
と
で

す

が

、

こ

一

千

三

百

九

十

万

歳
出
を
み
て
み
ま
す
と
、
断
然
ト
ッ

プ
は
団
体
山
宮
廷
場
整
備
や
農
用
地
開
発

な
ど
、
農
業
振
興
の
た
め
に
使
わ
れ
る

農
林
水
産
業
費
で
二
億
七
千
八
十
九
万

円
。
次
い
で
総
務
費
が
二
億
六
千
九
百

八
十
万
円
で
全
体
の
十
八
・
一
%
。
こ

れ
は
役
場
等
の
維
持
管
理
に
あ
て
ら
れ

置

53，369千円

万
二
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
前
年
度
対
比
で
四
・
六
%
の

減
、
議
出
は
四
・
三
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

円
で
四
十
六
、
五
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
大
き
な
財
源
と
な
っ
で
い
る
の

が
村
税
の
二
億
五
千
六
百
九
十
七
万
円

で
、
一
人
当
た
り
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
は
三
万
八
千
八
百
二
十
円
と
な
っ

て
い
ま
す
G

ま
た
、
村
が
仕
事
を
す
る
と
き
に
国

や
県
が
そ
の
お
金
の
一
部
を
補
助
す
る

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、
二
億
六

千
五
百
八
十
一
二
万
円
に
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
十
五
・
九
%
。
地
方
交
付
税
と

合
わ
せ
る
と
六
十
二
・
四
%
と
大
き
な

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
、
国
・
県
へ
の
依
存

度
の
高
い
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
お
金
で
す
。
ま
た
、
す
が
ま
幼
稚
園
の

増
設
や
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど

学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
充
実
な
ど
に

二
億
五
十
九
万
円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
道
路
の
改
良
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
私
た
ち
の
よ
り
良
い
暮
ら

し
の
た
め
、
土
木
費
と
し
て
一
信
九
千

七
十
九
万
円
。
総
額
で
十
四
億
九
千
三

百
五
十
六
万
円
が
昨
年
度
一
年
間
に
使

わ
れ
た
お
金
に
な
り
ま
す
。

営業外収益

20， 153千円

23， 903千円

2，881千円

2，899千円

収

益

企業撞償還金

工事負担金

建設改良費

1.193戸

352，782 nt 

967 7II 

-給水戸数

・年間給水量

• 1日平均給水量

支

営業費用 48，443千円

営業外費用

事業

費舟
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国
民
健
康
保
険

4億 2，841万3千円
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歳入合計

同
月
訪
日
か
ら
収
納
骨
支
払
い
は

指

定

金

関

で

今
ま
で
役
場
会
計
室
一
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
じ
た
村
の
公
金
の
収
納
及
び
支
払

い
を
、

、十
月
十
五
日
か
ら
指
定
金
融
機

関
が
か
わ
っ
て
取
扱
い
を
し
ま
す
。

税
金
や
村
に
約
め
て
い
た
だ
く
わ
金

(
村
営
住
宅
使
用
料
や
保
育
料
な
ど
)

は
、
役
場
(
本
庁
)
と
泉
農
協
、
須
釜

接の員計農
み指方が室ま協
な定法 常:でたで
さ金に時指、取
ん融よ駐定お扱
に機つ在金金い
手間'て)融のま
統制行が機支す
き度、い現関払。
をにま金(い
とよすや泉は
つつ 。口農

てて 座協役
い、 振の場
た宜 替職会

総務費老人保健

拠出金

保険給付費

291， 546千円

4億1， 353，万8千円

だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

@
指
定
金
融
機
関
の
支
払
日
は
、
今
ま

で
ど
お
り
月
曜
日
か
ら
金
限
日
ま
で
で

す
。
(
時
間
は
午
前
九
時
J
午
後
三
時
)

@
村
か
ら
支
払
わ
れ
る
お
金
伽
(
例
え
ば

高
額
医
療
費
や
助
産
費
な
ど
)
を
、
現

金
で
受
け
取
り
た
い
時
は
直
接
、
役
場

会
計
室
(
本
庁
)
じ
来
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
(
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
)

次
の
こ

支払基金交付金 139， 226千円

国庫支出金 39， 360 

県支出金 9，911 

繰入金 10， 001 ( 

繰越金その他 435 

医療諸費 193，903千円

諸支出金 2， 559 

484人

400，627円

老人被保険者数

1人当たり年間医療費

老
人
保

特
関
金
計



ふおま鋪3 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

昭
和
六
十
年
度
の
敬
老
会
が
、
九
月

十
四
日
午
前
十
時
か
ら
村
体
育
館
で
，盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
)

今
年
招
待
さ
れ
た
七
ポ
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
、
昨
年
よ
勺
'十
人
多
い
三

百
七
十
八
人
。
そ
の
う
ち
約
二
百
八
十

人
が
会
場
に
元
気
な
姿
で
出
席
さ
れ
ま

し
た
。村
長
か
ら
「
今
年
も
ま
た
、
み
な
さ

ん
の
元
気
な
お
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が

町町馴111川川11川11川川11川山川11山山11川11

で
き
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
健
康
に
留
ー

意
さ
れ
ま
し
て
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
一

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
が
述

べ
ら
れ
、
今
年
九
十
九
歳
で
村
一
番
の
一

高
齢
者
で
あ
る
川
辺
の
大
竹
ツ
子
さ
ん
て

に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
矢
r

吹
ハ
ル
さ
ん
ほ
か
一
一
一
十
三
人
の
方
々
に

村
長
か
ら
敬
老
年
金
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
十

歳
を
迎
え
ら
れ
た
四
組
の
ご
夫
婦
(
真

弓
友
直
・
ナ
ミ
さ
ん
、
永
林
政
二
・

ノ
さ
ん
、
上
野
鶴
雄
・
リ
ヨ
さ
ん
、
円

谷
房
次
・
イ
ネ
さ
ん
〉
に
特
別
記
念
品

と
し
て
夫
婦
座
布
団
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
式
典
の
あ
と
は
、
婦
人
会
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
。
各
支
部
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
踊
り
の
出
し
物
に
、
お
年
寄
り
の
方

た
ち
は
満
足
気
の
よ
う
す
で
、
曲
が
終

る
た
び
に
さ
か
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

お
年
寄
'り
の
中
に
は
見
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
で
婦
人
会
顔
負
け

の
歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
芸
達
者
な
方

が
い
て
、
会
場
は
笑
い
と
拍
手
で
大
い

民
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
泉
中
学
校
合
唱
部
の
み
な
さ
ん

が
特
別
出
演
で
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
*

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
、
お
年
寄
り

の
方
た
ち
も
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
シ

ト
に
ウ
ッ
ト
り
し
た
表
情
で
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
な
が
ら
の
会
場
風
景
で
、
一

年
ぶ
り
に
健
在
を
た
し
か
め
あ
っ
て
盃

を
傾
け
る
お
年
寄
り
の
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
い
っ
た

敬
老
会
と
な
方
ま
し
た
。

芸達者なお年寄りの方も

労

お酒を汲みかわし、友達の輪

行政相談委員の

小山田伸さん

秋
の
行
政
相
談
週
間

十
月
十
三
日

J
十
九
日

行
政
相
談
委
員
は

み
な
さ
ん
の
身
近
な

相
談
役
で
す

国
の
仕
事
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被

っ
た
、
役
所
の
事
務
処
理
が
間
違
っ

て
い
る
と
思
う
が
:
・
。
こ
の
よ
う
な

行
政
巳
対
す
る
苦
情
や
疑
問
が
生
じ

た
と
き
、
た
い
へ
ん
心
強
い
味
方
と

な
っ
て
く
れ
る
の
が
「
行
政
相
談
委

員
」
で
す
o
z

委
員
は
}
国
』の
行
政
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
と
、
必
要
な
助
言
を
し

た
り
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
、
適

切
な
処
置
を
う
な
が
し
た
り
じ
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
一
つ
一
つ

解
決
し
て
い
き
ま
す
。

十
月
十
三
日
(
日
V

か
ら
所
方
自

ハ
土
〉
ま
で
の
一
週
間
は
「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
。
週
間
中
に
行
政
相
談
所

)を
開
設
し
ま
す
の
で
、
相
談
の
あ
る

よ
刀
は
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

、し
v日
時
:
:
:
十
月
十
六
日
〈
水
〕

〆

'J

午
後
1
時

ω分
J
4
時

場
所
:
:
:
役
場
北
庁
舎
で
階
会
議
室

行
政
相
談
委
員
/
小
山
田
仲

住
所
/
小
高
字
向
久
保
八
五

電

話

/

二

三

O
二
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き
の
こ
の

超
肥
満
体
続
出
一

今
年
の
夏
は
雨
ら
じ
い
雨
が
降
ら
ず
農
作
物
へ

影
響
が
危
ぶ
ま
れ
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ

F

村
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
お
ば
け
き
の
こ
が
出
た

一
か
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
肥
満
な
り
~で
は
と
か
、

』
の
こ
に
ま
つ
わ
る
話
題
で
も
ち
、き
り
で
す
。

四
辻
新
田
字
蜂
ソ
巣
の
'関
根
弘
志
さ
ん
方
で
は

一
敷
内
に
あ
る
野
菜
畑
の
土
手
に
白
く
て
丸
み
の

り
る
き
の
己
を
発
見
0
.

縦

mω
、
棋
日

m
V
4厚
さ

が
お

m
で、

九一
見
バ
与
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
た
よ

う
な
感
じ
O

之
~一の
ほ
か
南
須
釜
の
班
目
儀
信
さ

ん、
一
中
の
吉
田
清
明
さ
ん
の
庭
先
か
ら
も
見
つ
か

っ
丈
一お
り
1
p

何
か
の
前
兆
で
は
な
ど
、
か
ん
か
ん
が
万
一

く
が
く
。
き
の
と
特
有
の
臭
い
も
あ
り
、
食
用
か

ど
う
が
ロ
ハ
今
解
明
中
。
名
前
は
「
鬼
フ
ス
ベ
」
と

分
り
、
一
応
き
の
こ
類
と
判
明
じ
ま
し
た
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

初
の
事
業
所

説
明
会
を
開
催

来
春
、
高
校
を
卒
業
し
、
地
元
就
職
を
希
望
さ
川

れ
る
方
た
ち
を
対
象
に
し
た
事
業
所
説
明
会
が
九
川

月
一
日
、
就
改
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
間

こ
の
説
明
会
は
村
商
工
会
(
工
業
部
会
)
が
主
川

催
し
て
行
っ
た
も
の
で
今
回
が
一
初
め
て
。
当
日
川

は
、
村
内
の
事
業
所
十
社
が
自
社
の
概
要
等
を
紹
川

介
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
持
参
し
、
川

地
元
就
職
を
望
む
方
た
ち
を
前
に
し
て
仕
事
の
内
川

容
や
福
利
厚
生
、
求
人
数
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
川

今
回
は
四
人
が
出
席
し
、
会
社
側
か
ら
の
説
明
川

に

熱

心

に

メ

モ

を

と

っ

て

い

ま

し

た

。

川

商
工
会
で
は
来
年
は
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
川

て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
地
元
企
業
を
若
い
入
川

た
ち
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
張
切
っ
て
い
川

ま

す

。

川
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泉
中
合
唱
部
が

県

大

会

出

場

指
島
県
下
小
・
中
学
校
音
楽
祭
石
川
地
区
大
会

が
石
川
小
学
校
を
会
場
に
九
月
五
日
開
催
さ
れ
、

中
学
校
の
部
に
出
場
し
た
泉
中
学
校
合
唱
部
(
部

長
・
真
弓
美
代
子
さ
ん
、
部
員
数
三
十
六
人
〉
が
、

見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

部
員
の
み
な
さ
ト
ん
は
、
夏
休
み
も
返
上
し
て
、

声
e

つ
く
り
た
め
の
猛
練
習
を
重
ね
、
地
区
大
会
で

は
そ
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
県
大
会
へ
の
出

場
権
を
に
ぎ
っ
た
も
の
。

九
月
十
九
日
、
会
津
若
松
市
で
開
か
れ
た
県
大

会
で
は
課
題
曲
「
ミ
ス
タ
ー
モ
十
一
一
シ
グ
」
と
自

由
曲
「
消
え
た
八
月
」
の
こ
曲
を
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ

l
で
歌
~い
あ
げ
ハ
銅
賞
に
入
賞
。

部
員
の
澄
ん
だ
歌
声
ば
多
く
の
一聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

a -ー問
一ーーーーーーーー・ー司-m -ーーーーーーーーーーーーーーーー-E 
問、=
= 
ーーーーーーー-E 
E -ーーーー司
司

自-= -ーー
= 自
由
』-F -ーー= = = = = = = -= ー= 『

ー司
= = = = = -ーー-= 
= ー由ー= -ーーーーーー目-= -= --= 世

ー= = = = 
ーーーーーー間
一目』
ーーー

ゐ
量
・
曲
噌
宇
宇
z
d
H
H
H
1
』
回
同
凡
円
、

沼
足
翻
刻
司
副
詞
馴

上
手
に
で
き
た
よ

ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
。
急
激
な
地
震
の
発
生
で
子
供

た
ち
は
帽
子
を
か
ぶ
り
机
の
下
に
O

号地
震
の
揺
れ

で
給
食
室
か
ら
出
火
の
想
定
の
も
と
、
・
泉
保
育
所

で
は
九
月
二
日
、
須
賀
川
広
域
消
防
署
の
協
力
で

大
が
か
り
な
火
災
避
難
説
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
防
災
の
日
と
し
て
、
日
ご
右
か
ら
子
供

た
ち
に
そ
の
意
識
を
持
た
せ
よ
う
と
行
っ
た
も

の
。
非
常
ベ
ル
の
音
が
鳴
る
中
、
先
生
の
誘
導
で

全
員
が
無
事
避
難
。
先
生
方
も
消
火
器
の
取
扱
い

の
指
導
を
受
け
、
消
火
作
業
を
実
演
。

本
番
き
な
が
ら
の
訓
練
に
、
子
供
た
ち
は
真
剣

な
面
持
ち
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
ポ
ン
プ
車
も
出
動

L
ir-ハ
ヅ
ピ
や
消
防
服
を

着
せ
て
も
ら
っ
て
大
喜
び
の
:
一
日
で
し
た
。
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争長

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

村
民
を
紹
介
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。
「
こ

ん
な
人
ぶ

ρま
す
」
と
お

知
ら
せ
く
だ
が
」
九
日σ

01111111111川 (7)川

マ
ラ
ソ
ン
で
健
康
"
つ
く
り

川
辺
の
坂
本
菊
雄
さ
ん

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
こ
の
季

節
に
う
っ
て
つ
け
の
人
を
今
月
は
紹
介

し
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
で
健
康
づ
く
り
を

提
唱
オ
る
川
辺
の
坂
本
菊
雄
さ
ん
(
斜

歳
〉
け
れ
今
月
の
人
。
区
長
の
要
職
に
あ

っ
た
昭
和
五
十
四
年
六
月
に
川
辺
走
る

会
を
結
成
し
そ
れ
以
来
、
会
長
の
座
に
。

現
在
、
会
員
一
一
一
十
二
人
(
内
女
性
七

人
〉
で
坂
本
さ
ん
が
最
古
参
。

雨
の
強
い
日
や
農
繁
期
の
数
日
を
除

く
ほ
と
ん
ど
毎
朝
、
四
キ
ロ
の
コ

l

ス

を
ひ
た
走
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

旅
行
に
も
カ
パ

γ
の
中
に
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
一
式
を
。
マ
ラ
ソ

γ
は
生
活
の
リ

ズ
ム
で
あ
り
、
一
門
口
の
始
ま
り
の
ゴ

γ

グ
の
よ
う
な
も
の
と
坂
本
さ
ん
の
弁
。

し
み
内
ノ
⑤ 

F付お

外患余の
幼 7J又

山稚李
国大
一回学

;主主Z雲
比一一
古

L. 

と
ば
の
離
乳

呼 ま母か
んそす乳け生
でれl 。とてま
いで 同ゃれ
ま、‘ι じるて
す私I よ 、す
0，は うはくー
こ なじ赤
れ " はめち
を l たのや
母 らこん
乳 きとに
語 をば話
と しはし

い
つ
ま
で
も
こ
れ
だ
け
で
は
い
け
ま

せ
ん
。
こ
と
ば
で
も
や
は
り
離
乳
し
ま

す
。
離
乳
し
た
こ
と
ば
に
離
乳
語
と
い

う
名
を
つ
け
ま
し
た
。

本
当
の
離
乳
と
違
う
と
こ
ろ
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
こ
と
ば
の
離
乳

今
年
で
出
場
六
回
の
猪
苗
代
マ
ラ
ソ

ン
を
は
じ
め
、
近
郊
で
の
大
会
に
も
参

加
し
、
遠
く
は
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
ま
で

も
勺
あ
く
ま
で
も
タ
イ
ム
よ
り
完
走
が

目
標
と
の
こ
と
。
長
続
き
の
コ
ツ
は
準

備
運
動
を
し
っ
か
り
や
っ
て
自
己
の
ベ

ー
ス
で
走
る

i
i
一
番
基
本
的
な
こ
と

を
忠
実
に
守
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

「
完
走
し
た
あ
と
の
、
あ
の
何
と
も

そ
う
か
い

い
え
な
い
爽
快
さ
が
魅
力
」
、
こ
の
言

葉
に
尽
き
る
と
か
。
お
蔭
で
疲
労
は
持

ち
越
さ
な
い
し
、
血
圧
も
安
定
。
何
よ

り
も
自
分
の
体
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
、
「
死
ぬ
ま
で
走
り
た
い
」
と

笑
顔
で
語
る
坂
本
さ
ん
で
す
。

は
三
歳
か
ら
三
歳
半
に
な
っ
て
始
め
る

こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
離
乳
し
た
あ

と
も
、
日
常
生
活
で
は
い
ぜ
ん
と
し
て

母
乳
語
が
中
心
だ
と
い
う
点
で
す
。

母
乳
語
は
、
オ
カ
ア
サ
ン
、
オ
ッ
パ

イ
、
オ
ト
ウ
サ
ン
、
ワ
ン
ワ

γ
な
ど
具

体
的
な
こ
と
ば
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て

離
乳
語
は
、
自
に
見
え
な
い
、
さ
わ
る

こ
と
も
で
き
な
い
も
の
ご
と
を
指
す
抽

象
的
な
こ
と
ば
で
す
。

つ
ま
り
、
人
間
の
こ
と
ば
に
は
ふ
た

色
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
の

に
い
つ
ま
で
も
こ
と
ば
の
離
乳
を
し
な

い
で
平
気
な
お
母
さ
ん
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
て
、
こ
と
ば
の

離
乳
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ご
ぞ
ん
じ

で
し
ょ
う
か
。

老後への備え

健康も忘れずに

一オ
ト
ギ
話
を
し
て
や
る
の
で
す
。
と

い
っ
て
、
ま
っ
ぴ
る
ま
か
ら
、
ム
カ
シ

ム
カ
シ
と
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
昼

・

の
こ
ど
も
は
活
動
的
で
話
な
ど
き
こ
う

と
し
な
い
も
の
で
す
。
お
と
な
し
く
き

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
病
気
で

す。
む
り
や
り
き
か
せ
よ
う
と
す
る
と
、

こ
ど
も
は
、

H

な
ぜ
う
ち
で
買
っ
て
く

る
そ
そ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
う
ま
れ
な
い

の
H

な
ど
と
い
っ
て
母
親
を
因
ら
せ
ま

す。
@夜
、
限
る
前
に
話
し
ま
す
。
こ
ど
も

の
目
は
も
う
ふ
さ
が
っ
て
、
口
も
き
け

な
い
く
ら
い
で
す
。
夢
か
う
つ
つ
か
は

っ
き
り
七
な
い
状
態
で
、
ム
カ
シ
ム
カ
い

シ
ア
ル
ド
コ
ロ
?
・
ト
・
と
や
り
ま
す
。

十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
、
ま
た

こ
の
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一
週
間
は

壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
成
人
病

予
防
の
た
め
の
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康

週
間
い
で
す
。

老
後
の
準
備
は
四
十
代
か
ら
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
経
済
面
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
に
つ
い

て
も
老
後
へ
の
備
え
が
必
要
で
す
。
か

け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
健
康
を
失

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
「
運
動
」

「
栄
養
」
「
休
養
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
適
度
な
運
動
、
栄
養
の
あ
る
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
を

と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
四
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

し
た
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

分
の
健
康
は
自
分
で
|
|
年
一
一
回
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

モ
モ
タ
ロ
ウ
の
話
な
ら
す
く
な
く

と
も
二
十
日
く
ら
い
つ
づ
け
ま
す
。

こ
れ
を
二
年
か
ら
三
年
継
続
し
て
は

じ
め
て
、
こ
と
ば
の
離
乳
が
で
き
る

の
で
み
7
0

昔
は
ど
こ
で
も
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
年
寄
り
が
い
な
い
核
家
族
で
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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野
外
研
修
に
参
加
し
て

中

里予

ウ
(
南
須
釜
)

チ

ヨ

む
今
日
白
河
の
関
を
越
え
ぬ
と
」

か
す
み

「
都
を
ば
霞
と
共
に
立
ち
し
か
ど
、
秋

風
ぞ
吹
く
白
河
の
関
」

高
名
な
歌
で
一
度
は
訪
れ
て
み
た
か

っ
た
白
河
の
関
。
学
級
生
百
三
十
名
が

三
台
の
バ
ス
で
到
着
。
脚
痛
の
た
め
に

余
り
歩
き
ま
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
少

々
残
念
で
し
た
が
、
現
場
踏
破
の
喜
び

で
満
足
。

「
便
り
あ
ら
ば
い
か
で
都
に
告
げ
や
ら

栃
木
県
雲
巌
寺
で
は
昼
食
を
践
内
に

持
ち
込
み
、
分
散
し
て
と
る
。
松
島
の

め
い
さ
つ

瑞
巌
寺
の
流
れ
を
汲
む
名
利
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず

ま
い
で
あ
る
。

塩
原
へ
と
車
は
急
ぎ
、
跳
望
ま
さ
に

絶
景
。
山
水
画
の
一
指
に
も
及
ば
な
い

感
じ
で
あ
る
。
喜
び
の
う
ち
に
湯
の
街

に
入
り
、
旅
の
思
い
出
に
と
ホ
テ
ル
の

フ
ロ
ン
ト
で
写
真
撮
影
。
し
ば
ら
く
し

て
大
広
間
で
み
ん
な
と
一
緒
に
膳
を
屈

む
。
会
長
さ
ん
や
公
民
館
の
職
員
さ
ん

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
飲

む
人
、
食
べ
る
人
、
余
興
を
す
る
人
、

踊
り
や
歌
、
ダ
ン
ス
を
す
る
人
な
ど
、

齢
も
忘
れ
身
も
心
も
若
く
な
で
た
よ
う

で
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
も
嬉
し

、。
1
v
 

一
人
の
落
伍
者
も
な
く
、
皆
で
協
力

で
き
、
意
義
あ
る
楽
し
い
研
修
会
に
な

っ
た
こ
と
を
心
か
ら
来
て
良
か
っ
た
と

田
ゆ
っ
た
G

来
年
も
元
気
で
是
非
、
参
加

し
た
い
と
思
う
。

10 
日

ろに

つ

体

力日間

を

がγぷ府込 '_ 
示議拶五

第
二
十
五
回
村
民
体
育
祭
が
十
月

十
自
(
木
〉
に
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

関
か
れ
ま
す
。

年
に
一
度
、
村
氏
一
一
向
が
集
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
、

健
康
増
進
に
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
ゲ
l
ム
を
た

く
さ
ん
と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ

許
、
士
、
。

J
C
3
V
 

と

き

昭
和
六
十
年
十
月
十
日

午
前
八
時
三
十
分
開
会

※
雨
天
の
場
合
は
十
一
一
一
日
(
自
〉

と
こ
る
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
演
会
@
座
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

@
一
ア

i
マ

H

今
、
若
者
は
何
を
考
え
、

ど
う
行
動
し
よ
う
と
す
る
の
か
η

・
講
師
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青 主

催

村
青
年
団
連
絡
協
議
会

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
木
村
清
一
先
生

と
き
十
月
十
一
一
日
(
土
〉

午
後
七
時
半

玉
川
村
就
業
改
業
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

今
年
も
香
り
高
い
文
化
の
秋
を
迎
え
、
村
で
は
総
合
的
な
文
化

祭
を
開
き
ま
す
。

商
工
会
ま
つ
り
や
農
業
ま
つ
り
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
芸
術
の
秋
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

玉
川
村
郷
土
史
資
料
展

菊
花
展
・
盆
栽
展
・
克
童
生
徒
作
品
展

書
道
展
・
写
真
展

生
花
展
・
芸
能
発
表
会
・
老
人
作
品
展
・
山
野
草
展

南
工
会
ま
つ
り
(
ミ
ニ

S
L
運
行
〉

日
月
9
日
午
後
一
時
か
ら
講
演
会

ハ
輪
島
功
一
〉
ボ
ク
シ
ン
グ

玉
川
村
泉
農
協
ま
つ
り

第
比
四
玉
川
村
柔
剣
道
大
会

玉
川
村
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

玉
川
村
青
年
文
化
ま
つ
り

農

業

ず〉

り

永
4
F

玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

玉
川
村
体
育
館

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

玉
川
村
泉
農
協

玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

玉
川
村
体
育
館

玉
川
村
体
育
館

※開催時間は午前9時から午後4時まで、で、す。
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《
新
し
れ
制
覇
農
錘
時
金
》

警
の

A

今
月
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
改
正
施
行

さ
れ
る
国
民
年
金
制
度
の
中
の
、
遺
族
基
礎
年
金
に

つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

母
子
型
か
ら
遺
族
年
金
型
ヘ

m 川川1川川11川川"川山1“川川"山川1制i

現
在
の
国
民
一
年
金
で
は
べ
母
子
・
準

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
、

死
亡
一
時
金
の
遺
族
給
付
が
あ
り
ま
す

が
、
新
制
度
で
は
寡
婦
年
金
と
死
亡
一

時
金
に
つ
い
て
は
自
営
業
者
な
ど
第
一

号
被
保
険
者
に
対
す
る
独
自
の
給
付
と

し
て
残
り
、
母
子
・
準
母
子
年
金
と
遺

児
年
金
は
遺
族
基
礎
年
金
と
し
て
母
子

年
金
型
か
ら
遺
族
年
金
型
へ
再
編
成
さ

れ
ま
す
。年
金
は
妻
や

子
に
支
給

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、

そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
十
八
歳
未
満
ハ
一
級
・
二
一
級
の
障

害
に
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満
)
の
子

が
あ
る
妻
と
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
た
親
が
死
主
し
、
子
だ
け
が
残
さ
れ

た
場
合
は
)
ι
そ
の
子
ハ
年
齢
は
前
記
と

同
じ
)
に
支
給
ざ
れ
ま
す
。

(改正後)

|寡婦年金1 "1寡鯵年金1I皇室哲
|死亡一時金卜一一-1死亡一時金 11~Êl給

年
金
を
受
け
る
条
件

(現在)

た
期
間
(
免
除
を
受
け
た
期
間
を
含
め

る
〉
が
加
入
期
関
の
一
ニ
分
の
ニ
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
(
二
十
五
年
〉

を
満
た
し
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
場
合

に
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

納
付
条
件
の
特
例

昭
和
七
十
一
年
四
月
一
日
以
前
に
死

亡
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
死
亡
日
前
の

一
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
の
滞
納
が
な

け
れ
ば
、
遺
族
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
す
。年
金
額
は

月
額
五
万
円

プ
ラ
ス
加
算
額

遺
族
基
礎
年
金
の
額
は
定
額
で
、
妻

の
分
と
し
て
月
額
五
万
円
ハ
昭
和
五
十

九
年
度
価
格
、
以
下
向
じ
。
〉
、
子
が
二

人
ま
で
は
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
五
千

円
、
三
人
目
以
降
は
一
人
に
つ
き
月
額

五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
が
受
け
る
と
き
は
、
月
額

五
万
円
と
し
、
子
、
が
二
人
の
と
き
は
月

額
一
万
五
千
円
を
-
一二
人
以
上
の
と
き

は
一
人
増
す
ご
と
に
月
額
五
千
円
を
加

算
し
た
額
を
、
年
金
を
受
け
る
子
の
数

で
割
っ
た
額
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
母
子
・
準
母
子
年
金
で
は
、

死
亡
し
た
火
、
が
国
民
拝
金
に
加
入
し
て

い
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
年
金
を

受
け
る
人
自
身
が
国
民
年
金
の
加
入
者

で
、
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
制
度
で
の
遺
族

基
礎
年
金
で
は
、
死
亡
し
た
人
が
国
民

年
金
に
加
入
し
、
死
亡
し
た
自
の
属
す

る
月
の
前
月
ま
で
に
、
保
険
料
を
納
め

語
d
-
A
l
j
 
eB 
利
子
の
非
課
税
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

だ
よ
り

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に

預
け
入
れ
る
預
貯
金
に
対
す
る
マ
ル

優
な
ど
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。

預
貯
金
の
口
座
を
開
設
す
る
場
合

に
は
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
、

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
運
転
免

許
証
、
な
ど
を
呈
示
し
て
、
住
所
、

氏
名
及
び
生
年
月
日
の
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

一
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い
預
貯

金
の
利
子
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま

す。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
。

石
川
営
林
署
で
は
た
だ
今
、
緑
の
オ

ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

隷
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
参
加
さ
れ

る
方
が
一
口
当
り
五
十
万
円
の
出
資
で

国
有
林
の
育
成
途
中
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

等
の
人
工
林
〈
植
え
て
か
ら
二
十
一

J

三
十
年
の
森
林
〉
を
共
有
し
、
成
林
し

伐
採
で
き
る
ま
で
の
間
〈
二
十
J
一ニ十

年
〉
共
同
で
育
て
る
契
約
を
結
ぶ
シ
ス

テ
ム
で
す
。
契
約
で
定
め
た
時
期
に
、

ん
か

立
木
を
販
売
し
て
、
そ
の
収
益
の
分
配

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
川
営
林
署
で
は
こ
の
ほ
ど
、
古
殴

町
の
国
有
林
の
一
部
を
一
般
公
募
し
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
緑

の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん

4μ 

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
川
営

林
署
庶
務
課
(
愈
0
2
4
7
2
⑤
2
1

3
1
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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今
年
の
十
二
月
か
ら
市
外
局
番

と
市
内
局
番
が
変
わ
り
ま
す
。

石
川
川
管
内
(
石
川
町
、
浅
川
町
、

玉
川
村
、
平
田
村
〉
と
東
白
川
管

内
ハ
古
殿
町
、
鮫
川
村
、
塙
町
、

矢
祭
町
、
棚
倉
町
〉
の
市
外
局
番

は
、
す
べ
て
〈

O
二
四
七
)
と
な

り
、
管
内
相
互
間
、
市
外
局
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
な
い
で
通
話
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

市
内
局
番
は
ニ
桁
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
使
用
中
の
加
入
者
番
号

(
四
桁
〉
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

N
T
T
石
川
電
報
電
話
局

村のようす
(60年9月1日現在〉

<市外局番@市内局番の変更>

11 xxxx 024736 

1，551戸(土 0)xxxx 024757 

7，521人〈十 4)

3，807人〈十 7)

3，704人〈ー 3)

時

ea轟
fI 

" 
" 

4-XXXX 

XXXX 

5-xxxx 

024753 

02475 

02475 

5
日
(
火
)

11 

8
日
ハ
金
)

日
日
(
金
〉
乳
幼
児
健
診

母
子
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時
加
分

白
日
(
火
)
成
人
病
予
防

教
室
ハ
岩
法
寺
地
区
〉

午
前
9
時

ω分

妊
婦
健
診
及
び
母
親

学
級
ハ
東
部
〉
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1

時
加
分

日
月
1
自
〈
金
〉

成
人
病
予
防
教
室
(
四
辻

地
区
)
午
前
9
時
部
分

妊
婦
健
診
及
び
母
親
学
級

ハ
西
部
)
母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
泊
分

乳
幼
児
龍
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
初
分

g-xxxx o 247 4 

新山北沼招南 竜 地 新四北箔竜岩持 蒜地

回一釜例制釜 11 IJ 崎中区 ωb 田辻吉明釜崎寺広生区 もω 

森石木鈴大湯小湯小死亡 く 塩和関上阿曲 生児民名出 め
キ野津林津針 者氏名 や 田根野部山 で
ッョ義力清光ト 奈経洋理〈

ヨノ定丸和市シ ( /月分〉届出1 み 穂撞樹子恵 八た
75 80 88 86 66 88 80年払11 清清 寛広吉 者保護名 月届

米康義力徳光信 昇 分、出J 

政 治主清重子帯名世主 一三 司春信

間
月
時
日
!
日
月
科
目

県
内
一
斉
に
放
置
犬
等
の

一
掃
強
化
運
動
を
実
施

無
登
録
、
未
注
射
犬
な
ど
が
一
掃
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
愛
犬
は
大
丈
夫
で
す
か
。

4
日
(
金
)
婦
人
学
級

日
日
(
木
〉
第
お
田
村
民
体
育
祭

日
目
〈
月
〉
青
年
教
室

日
日
(
水
〉
高
齢
者
学
級

お
自
(
月
〉
青
年
教
室

日
月
1
日
〈
金
〉

1
日
日
〈
金
〉

村
郷
土
史
資
料
展

日
月
2
日
〈
土
〉

i

菊
花
展
・

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
吉
の
鈴
木
義
一
さ
ん
か
ら

壱

万

円

・
小
高
の
坂
本
畳
一
さ
ん
か
ら

弐

万

円

・
小
高
の
車
田
久
七
さ
ん
か
ら

士

宮

万

円

-m辺
の
矢
部
荘
一
さ
ん
か
ら

士

官

万

円

・
南
須
釜
の
円
谷
房
吉
さ
ん
か
ら

弐

万

円

・
郡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

の
玉
川
担
当
の
添
田
と
し
子
さ

ん
、
多
田
和
子
さ
ん
、
榊
枝
幸

男
さ
ん
か
ら
販
売
益
金
の
一
部
、

八
千
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
(
社
会
福
祉
協
議
会
〉

お
わ
び
と
訂
正

広
報
た
ま
か
わ
九
月
号
の

H

寄

付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
H

の

欄
中
、
北
須
釜
の
榊
枝
金
作
さ
ん

の
寄
付
金
が
弐
壱
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
弐
万
円
の
誤
り
で
す
。

深
く
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。




